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平
成
20
年
11
月
15
日
、

80
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た

元
積
丹
町
助
役
白
川
義

治
さ
ん
（
美
国
町
）
に

瑞
宝
双
光
章
が
授
与
さ

れ
、
妻
の
惠
子
さ
ん
に

12
月
29
日
、
松
井
町
長

か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

白
川
さ
ん
は
昭
和
17

年
３
月
、
美
国
町
役
場

に
奉
職
以
来
44
年
余
の
長
き
に
わ
た

り
、
町
職
員
と
し
て
職
務
に
専
心
さ

れ
、
こ
の
間
、
昭
和
48
年
４
月
に
は

収
入
役
、
昭
和
53
年
９
月
に
は
助
役

に
就
任
し
、
２
期
８
年
間
、
町
長
を

補
佐
し
、
行
政
に
対
す
る
豊
富
な
見

識
と
卓
越
し
た
手
腕
に
よ
り
町
政
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
、
積
丹
町
の
自
治

の
確
立
、
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

役
場
を
退
職
さ
れ
た
後
は
、
昭
和

61
年
12
月
か
ら
積
丹
町
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
長
と
し
て
４
期
16
年
に
わ

た
り
公
正
な
選
挙
の
執
行
に
尽
力
さ

れ
た
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
る
ご
功
績
を
称
し
、

皆
さ
ん
と
と
も
に
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
21
年
の
積
丹
消
防
団
出
初
式

が
１
月
７
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
９
時
に
サ
イ
レ
ン

に
よ
っ
て
団
員
が
召
集
さ
れ
、
美
国

神
社
で
安
全
祈
願
を
行
い
、
美
国
町

内
を
消
防
車
で
パ
レ
ー
ド
し
た
の
ち
、

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
式

典
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
消
防

団
員
と
し
て
勤
続
さ
れ
た
方
々
へ
の

功
績
に
対
し
、
表
彰
状
の
伝
達
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
受
賞
さ
れ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
氏
名

以
下
は
、
所
属
分
団
等
、
役
職
の
順
）

【
30
年
以
上
勤
続
退
団
者
】

金
子
　
昭
夫

佐
藤
　
壽
一

30
年
勤
続
章

富
士
谷
哲
朗
（
第
２
分
団
長
）

三
上
　
一
孝
（
第
４
分
団
長
）

20
年
勤
続
章

小
原
　
勝
文
（
第
３
　
班
長
）

10
年
勤
続
章

小
原
　
茂
一
（
第
３
　
団
員
）

40
年
勤
続
表
彰
及
び
特
別
功
績
章

成
田
　
道
嗣
（
第
３
副
分
団
長
）

30
年
勤
続
表
彰

竹
谷
　
三
夫
（
第
３
　
部
長
）

杉
野
　
勝
一
（
第
３
　
班
長
）

20
年
勤
続
表
彰

中
浜
　
　
茂
（
第
１
　
部
長
）

10
年
勤
続
表
彰

小
原
　
茂
一
（
第
３
　
団
員
）

友
杉
　
共
見
（
第
７
　
団
員
）

竹
谷
み
よ
子

（
入
舸
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
副
会
長
）

郷
六
　
昌
子

（
野
塚
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
副
会
長
）

（
敬
称
略
）

１
月
５
日
に
は
、
道
漁
船
海
難
防

止
・
水
難
救
済
セ
ン
タ
ー
積
丹
救
難

所
（
澤
信
一
所
長
ほ
か
所
員
34
人
）、

13
日
に
は
同
美
国
救
難
所
（
神
哲
治

所
長
ほ
か
所
員
39
人
）
の
出
初
式
が

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

と
も
に
、
近
年
多
様
化
す
る
水
難

事
故
の
根
絶
と
、
今
年
一
年
の
海
上

安
全
と
海
難
防
止
へ
の
誓
い
を
新
た

に
し
て
い
ま
し
た
。
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今
年
の
町
・
道
民
税
と
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付
は
、
２
月
２
日

B
か
ら
３
月
16
日
B
ま
で
で
す
。（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み
）

左
記
の
日
程
で
都
合
の
悪
い
場
合
は
、
他
の
会
場
・
日
程
で
も
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
が
、
資
料
等
を
前
も
っ
て
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
電
話
等
で
事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
税
務
課
℡
44
―
２
１
１
１
　
内
線
２
２
１
・
２
２
２

①印　鑑
②国民年金保険料の控除証明書（社会保
険庁から送られてきた方）

③生命保険料・地震（長期損害）保険料
の支払証明書

④社会保険料、医療費などの支払領収書
⑤事業決算書及び経費算入に必要な領収書
⑥給与所得・公的年金の源泉徴収票
⑦所得税の確定申告書用紙（税務署から
送られている方）

⑧預金通帳か口座番号の控え（所得税の
還付がある場合）

町道民税の申告、又は、所得税の確定申告がなければ、「公営
住宅への入居」、「保育所への入所」、「後期高齢者医療の負担区
分の決定」等に必要な町民税（道民税）の証明を受けることが
できませんので、ご注意ください。

月日（曜日） 種別 受付町内 場　　所 受付時間

２月２日B 全般 来岸・西河 来岸会館
９：30～16：30

３日C 〃 神　岬 神岬会館

４日D 〃 ９：30～16：30
余　別

５日E 〃 13：30～16：30

６日F 〃 ９：30～16：30
入　舸 入舸会館

９日B 〃 13：30～16：30

10日C 〃 ９：30～16：30
日　司

12日E 〃 13：30～16：30

13日F 〃 幌武意 幌武意寿の家

16日B 〃 丸　山 丸山会館

17日C 〃 婦　美 婦美会館

18日D 〃 小泊・寺町・常盤 ９：30～16：30

19日E 〃 柳町・浜町・茶津

20日F 〃 山岸・西仲・中央

23日B 〃 東浦・西浦

24日C 〃

全般 野　塚 ９：30～16：30
25日D

農業

26日E 全般 栄　町
９：30～16：30

３月２日B 〃 多茂木・川上

余別地区
コミュニティセンター

日司生活改善
センター

文化センター
１階会議室

文化センター
１階会議室

野塚克雪管理
センター

仕事で昼間お子さんを保育できない方や、病気、妊娠中な
どで保育が困難な方で、入所をご希望の方は申込みください。

《保育料について》
保育所の維持運営に大切な保育料。滞納せずきちんと納め

ましょう。保育料の滞納がある方は、入所申込書の提出の後
に、個人面談をさせていただきますので、ご承知ください。
（保育料の滞納が続くと給料等の財産の差押えなど強制的措
置が取られます。）

●申込・問い合わせ

※平成20年分給与所得源泉徴収書、平成20年分所得税申告書控、
平成20年度町民税の課税証明など

（注）保護者が病気療養・加療中で保育ができない方は診断書の提
出をお願いします。

保育所名 びくに保育所 みなと保育所
所 在 地 美国町字大沢248番地 日司町63番地の５

提出書類
（必 須）

びくに保育所℡44－2250・みなと保育所℡45－6928窓　　口 入舸支所℡45－6608・余別支所℡46－5004
申込期間 平成２１年２月５日E～２月２３日B

１．保育所入所申込書
２．雇用証明書
３．課税状況がわかるもの※

１．保育所入所申込書
２．雇用証明書

より質の高い産科医療を目指して「産科医
療補償制度」が平成21年1月1日からスタート
しました。
これに伴い、この制度に加入した医療機関

などで平成21年１月１日以降に出産した場合、
出産一時金が「35万円」から「38万円を上限」
に引き上げられることになりました。
出産一時金を請求する際、従来からの書類

に加えて、医療機関などで発行される「産科
医療補償制度登録証」の写しを提出していた
だき、その医療機関が制度に加入しているこ
とが確認できた場合、38万円を上限として支
給されます。

・妊婦の皆さんが安心して産科医療を受けら
れるように、産科医療の質の向上を図るた
めの補償制度です。

・分娩時の何らかの理由により重度の脳性ま
ひとなった赤ちゃんとご家族の経済的負担
を速やかに補償するものです。




